
男女共同参画実践事業 【神奈川県】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 ４２７ 千円

交付金額 ２１３ 千円

事業番号 ①

○神奈川県では長時間労働や長い通勤時間などにより、仕事と家庭の両立は容

易ではなく、結婚や出産に伴う女性の就業継続が難しい状況にあることから「企

業における女性の活躍の促進」に取り組むことが最重要課題である。

○県内民間事業所の管理職に占める女性の割合はいまだ9.3％（2023年度）と低

い状況であり、女性活躍推進を始めとする、ダイバーシティ&インクルージョンや

自分らしい働き方を支援していくことが必要である。

○経営層向けダイバーシティ推進セミナー

令和５年度及び令和６年度の参加者を対象に調査を行った結果によれば、70％

以上の回答者が男性従業員の育児休業取得促進等について、「受講後に実施

した（又は実施を予定・検討している）取組がある」と回答し、セミナー受講による

効果が表れた。

○男性の家事・育児参画促進事業（講師派遣）

実施企業から、「別のレイヤーにも実施したい」、「２回目（続編・応用編）も実施

したい」として、自力での取組を企画するなどの効果があった。

○共働き世帯の増加や働き方に関する価値観が多様化する状況下において、

女性活躍の更なる拡大のためには、男性の家事・育児への参画は必要不可

欠であり、女性活躍の阻害要因となるジェンダーバイアス（性別役割分担意

識）の解消と男性が家事・育児に参画しやすい環境づくりに向けた取組を継

続的に推進する必要がある。

男性の家事・育児への参画がジェンダー平等や女性活躍の推進にとって不可

欠であることから、企業やＮＰＯ等と連携して、男性の家事・育児が十分なレベ

ルで日常的に当たり前となる社会環境の形成を目指す。

○男性の家事・育児参画促進事業（講師派遣）

・特定非営利活動法人ジェンダーイコール

・特定非営利活動法人ファザーリング・ジャパン

目標・KPI 目標 実績

経営層向けダイバーシティ推進
セミナーの参加者アンケート結果
（高評価の獲得割合）

各９０％以上
（アウトカム）

満足度 ８１．８％
 理解度 １００％
 有用度 ８１．８％

男性の家事・育児参画促進事業の
参加者アンケート結果
（高評価の獲得割合）

各９０％以上
（アウトカム）

満足度 ９２．０％
 理解度 ９８．６％
 有用度 ９７．９％○経営層向けダイバーシティ推進セミナー

企業等の経営者・役員・部長等を対象に、講義・取組事例紹介・グループ意見

交換・ミニワークを行い、企業等の経営層の意識啓発及び男性の家庭参画、ワ

ーク・ライフ・バランス推進等に関する情報を提供する。

○男性の家事・育児参画促進事業（講師派遣）

ジェンダーギャップ解消や男性の育児参画を目的に活動するＮＰＯ法人から講

師を派遣し、各企業等のニーズや参加対象に応じた研修を実施することで、女

性の活躍・就業継続に不可欠な「働きやすい職場づくり」、「男性の家庭参画」に

取り組む企業等を支援する。



事業の概要

経営層向けダイバーシティ推進セミナー

企業等の経営層を対象に、男性の育休取得（家事・育児参画）の取組みを通じて、職場の意識改革・
行動変革を図り、多様な人材が活躍できる職場づくりを推進するセミナーを開催した。

結果・実績

目標・KPI 目標 実績

参加者アンケート結果
（高評価の獲得割合）

各90％以上
（アウトカム）

満足度 81．8％
  理解度 100％
  有用度 81．8％

セミナー

日 時 令和７年10月16日（木）
対象者 経営者、役員、部長、人事担当、ダイバーシティ推進担当

育休推進担当等
開 催 オンライン方式（Zoom）
参加者 11名
テーマ 従業員のくらしをサポート
            男性育休で職場をブラッシュアップ！
プログラム
 ・なぜ男性育休？ 多様な人材活躍に向けて
 ・男性育休の理解 ～体験談を交えて～
 ・男性育休のメリット（グループ意見交換を含む）
 ・男性育休取得促進に向けたイクボスマネジメント
（企業の取組事例紹介動画を含む）

 ・ミニワーク（自社にとっての男性育休、取り組みたいこと）

個別相談

日 時 令和７年10月23日（木）、同24日（金）
開 催 オンライン方式（Zoom）
参加者 なし



事業の概要

男性の家事・育児参画促進事業（講師派遣）

県内事業所等の職場研修へ、ジェンダーギャップ解消や男性の育児参画を目的に活動するＮＰＯ法
人から講師を派遣し、ジェンダーバイアス（性別役割分担意識）の解消、男性の家事・育児参画に向け
た職場の理解促進・意識改革を図る事業を実施した。

実施日 派遣先企業・団体 実施方法 参加者

9月17日（水）
パーソルコミュニケーション
サービス（株）

ハイブリッド 107名

9月18日（木） （株）ミクニ小田原事業所 ハイブリッド 9名

9月29日（月） 京浜急行電鉄（株） 対面 22名

10月8日（水） （株）アイネット オンライン ８名

10月24日（金） モランボン（株）神奈川工場 対面 22名

11月13日（木） （独）都市再生機構 オンライン 35名

11月28日（金） 京セラ（株）横浜事業所 対面 28名

１月22日（木） （株）ＡＯＫＩホールディングス ハイブリッド 28名

計８回 ２５９名

目標・KPI 目標 実績

参加者アンケート結果
（高評価の獲得割合）

各90％以上
（アウトカム）

満足度 92．0％
  理解度 98．6％
  有用度 97．9％

結果・実績
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